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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　部屋の空調を行う空調機を制御する空調制御装置であって、
　前記部屋の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還気湿度を含む計測結果を
記録する記録部と、
　前記記録部に記録された過去の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還気湿
度の計測結果と、現時点の前記部屋の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還
気湿度の計測結果に基づいて、前記部屋の室内は無人で前記室内に稼働中の機器はない第
１の状態、前記室内は無人で前記室内に稼働中の機器がある第２の状態、及び前記室内は
有人である第３の状態を判別する室内状態判別部と、
　前記室内状態判別部で判別された前記室内の状態に応じて前記空調機を制御する空調制
御部
　を備えたことを特徴とする、空調制御装置。
【請求項２】
　前記室内状態判別部は、
　前記過去の計測結果の分布から求めた前記部屋の熱特性Ｙと前記現時点の計測結果から
求めた室内発熱ｄＴが値δｔ以下であるか否かを判定し、
　前記室内発熱ｄＴが前記値δｔ以下であると前記第１の状態を判別し、
　前記室内発熱ｄＴが前記値δｔを超えると、前記現時点の測定結果からから算出した給
気絶対湿度Ｘｓｉ及び還気絶対湿度Ｘｒｉの絶対湿度差ｄｘ＝Ｘｒｉ－Ｘｓｉが値δｘ以
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下であるか否かを判定し、
　前記絶対湿度差ｄｘが前記値δｘ以下であると前記第２の状態を判別し、
　前記絶対湿度差ｄｘが前記値δｘを超えると前記第３の状態を判別する
　ことを特徴とする、請求項１記載の空調制御装置。
【請求項３】
　前記記録部は、前記室内状態判別部で算出した現時点の絶対湿度差を前記現時点の計測
結果と共に記録し、
　前記室内状態判別部は、前記記録部に記録された過去の絶対湿度差の最小値を前記現時
点の絶対湿度差から減じた値を、給気絶対湿度Ｘｓｉ及び還気絶対湿度Ｘｒｉの絶対湿度
差ｄｘとする
　ことを特徴する、請求項２記載の空調制御装置。
【請求項４】
　前記室内状態判別部は、判別された前記室内の状態と前記絶対湿度差ｄｘを前記空調制
御部へ出力し、
　前記空調制御部は、前記絶対湿度差ｄｘに応じて前記空調機の換気の頻度及び換気量の
少なくとも一方を制御することを特徴とする、請求項２または３記載の空調制御装置。
【請求項５】
　コンピュータに、部屋の空調を行う空調機を制御する空調制御処理を実行させるプログ
ラムであって、
　前記部屋の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還気湿度を含む計測結果を
記憶部に記録させる記録手順と、
　前記記憶部に記録された過去の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還気湿
度の計測結果と、現時点の前記部屋の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還
気湿度の計測結果に基づいて、前記部屋の室内は無人で前記室内に稼働中の機器はない第
１の状態、前記室内は無人で前記室内に稼働中の機器がある第２の状態、及び前記室内は
有人である第３の状態を判別する判別手順と、
　前記判別手順で判別された前記室内の状態に応じて前記空調機を制御する制御手順
　を前記コンピュータに実行させることを特徴とする、プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調制御装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　オフィスなどの室内空間では、空調装置を手動で制御して、室内環境を人に適切な環境
に調整したり、室内環境をオフィスオートメーション（ＯＡ：Office Automation）機器
などの機器（または、機械）に適切な環境に調整する。
【０００３】
　一方、人感センサ、人が保持するカードリーダなどを用いて室内の人の有無を検知し、
室内が有人であるか、或いは、無人であるかの検知結果に応じて空調装置を制御すること
で、室内の温度または湿度を空調制御装置で調整する技術が提案されている（例えば、特
許文献１）。しかし、人感センサなどを用いた室内の人の有無の検知結果に基づく空調制
御では、室内の機器が発生する熱を考慮した温度または湿度制御が困難である。
【０００４】
　室内が無人の状態で室温が上昇する場合、室温上昇が稼働中の機器の発熱に起因するも
のであれば、室温が高すぎることにより機器に障害が発生しないように、室内を機器の推
奨環境温度または推奨環境湿度に保つように空調制御を行うことが好ましい。しかし、室
温上昇が日射や外気によるもので、機器が稼働していない場合には、空調装置の稼働はエ
ネルギーの無駄になり好ましくない。
【０００５】
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　従来は、室内の人の有無は検知できても、室内の機器の稼働状態まではわからない。こ
のため、室内が無人の時には、室内に機器があれば機器の障害を避けるため、機器が稼働
しているか否かに関わらず空調装置を稼働することになり、実際には室内の機器が稼働し
ていない場合にはエネルギーの無駄になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－３７１０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来の空調装置の制御方法では、人と機器が混在する室内の環境を適切に効率良く制御
することは難しい。
【０００８】
　そこで、本発明は、人と機器が混在する室内の環境を適切に効率良く制御可能な空調制
御装置及びプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一観点によれば、部屋の空調を行う空調機を制御する空調制御装置であって、
前記部屋の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還気湿度を含む計測結果を記
録する記録部と、前記記録部に記録された過去の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温
度、及び還気湿度の計測結果と、現時点の前記部屋の外気温度、給気温度、給気湿度、還
気温度、及び還気湿度の計測結果に基づいて、前記部屋の室内は無人で前記室内に稼働中
の機器はない第１の状態、前記室内は無人で前記室内に稼働中の機器がある第２の状態、
及び前記室内は有人である第３の状態を判別する室内状態判別部と、前記室内状態判別部
で判別された前記室内の状態に応じて前記空調機を制御する空調制御部を備えたことを特
徴とする空調制御装置が提供される。
【発明の効果】
【００１０】
　開示の空調制御装置及びプログラムによれば、人と機器が混在する室内の環境を適切に
効率良く制御することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】一実施例における空調制御システムの構成の一例を示すブロック図である。
【図２】空調制御装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図３】空調制御装置の動作の一例を説明するフローチャートである。
【図４】外気、給気、及び還気を説明する図である。
【図５】計測結果の一例を説明する図である。
【図６】計測結果の分布、熱特性、及び室内発熱の一例を説明する図である。
【図７】判別結果に応じた運転情報の一例を説明する図である。
【図８】絶対湿度差を加えた計測結果の一例を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　開示の空調制御装置及びプログラムは、部屋の空調を行う空調機を制御する。記録部は
、部屋の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還気湿度を含む計測結果を記録
する。室内状態判別部は、記録部に記録された過去の外気温度、給気温度、給気湿度、還
気温度、及び還気湿度の計測結果と、現時点の前記部屋の外気温度、給気温度、給気湿度
、還気温度、及び還気湿度の計測結果に基づいて、室内は無人で室内に稼働中の機器はな
い第１の状態、室内は無人で室内に稼働中の機器がある第２の状態、及び室内は有人であ
る第３の状態を判別する。空調制御部は、室内状態判別部で判別された室内の状態に応じ
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て空調機を制御する。
【００１３】
　以下に、開示の空調制御装置及びプログラムの各実施例を図面と共に説明する。
【実施例】
【００１４】
　図１は、一実施例における空調制御システムの構成の一例を示すブロック図である。図
１に示す空調制御システム１は、外気温度計測部２、給気温湿度計測部３、還気温湿度計
測部４、室内状態判別部５、空調制御部６、設定情報管理部７、記録部８、及び空調機９
を有する。外気温度計測部２は、温度センサで形成可能である。給気温湿度計測部３は、
温度センサ及び湿度センサで形成可能である。還気温湿度計測部４は、温度センサ及び湿
度センサで形成可能である。室内状態判別部５、空調制御部６、設定情報管理部７、及び
記録部８は、空調制御装置１０を形成する。なお、設定情報管理部７及び記録部８のうち
少なくとも一方は、空調制御装置１０に対して外部接続されても良い。
【００１５】
　また、空調制御装置１０は、空調機１０８に含まれても良い。つまり、空調制御装置１
０は、空調機１０８の一部を形成しても良い。
【００１６】
　図２は、空調制御装置１０の構成の一例を示すブロック図である。図２に示す例では、
空調制御装置１０はＣＰＵ（Central Processing Unit）などのプロセッサ（または、コ
ンピュータ）で形成される。図２に示す空調制御装置１０は、バス１００で接続されたＣ
ＰＵ１０１、記憶部１０２、操作部１０３、及びインタフェース（Ｉ／Ｆ：Interface）
部を有する。ＣＰＵ１０１は、空調制御装置１０全体の制御を司り、図１に示す室内状態
判別部５、空調制御部６、及び設定情報管理部７の機能を実現できる。記憶部１０２は、
ＣＰＵ１０１が実行するプログラム、ＣＰＵ１０１が実行する演算の中間データなどを含
む各種データを格納する。記憶部１０２は、磁気記録媒体、光記録媒体、光磁気記録媒体
、半導体記憶装置などを含む、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体で形成可能である。
プログラムは、ＣＰＵ１０１に空調制御装置１０の空調制御処理を実行させるプログラム
を含む。この例では便宜上、記憶部１０２は図１に示す設定情報管理部７が管理して保持
する運転情報及び記録部８が記録するデータをも格納するものとするが、設定情報管理部
７に相当する記憶部及び記録部８に相当する記憶部のうち少なくとも一方の記憶部は、図
２に示す空調制御装置１０に対して外部接続されても良い。
【００１７】
　操作部１０３は、例えばタッチパネルで形成可能であり、空調制御装置１０に対する指
示などを入力可能なキーボードと、空調制御装置１０がオペレータ（または、ユーザ）に
対して操作上の案内、空調機９の動作状態、空調機９の空調対象である部屋の状態などを
表示可能な表示部を有する。なお、キーボードなどの入力装置と、表示部などの表示装置
は、別々に設けても良い。
【００１８】
　Ｉ／Ｆ部１０４は、センサ群（図示せず）の出力を有線、又は、無線、又は、有線と無
縁の組合せで受信してＣＰＵ１０１に供給する。センサ群は、例えば図１に示す外気温度
計測部２、給気温湿度計測部３、及び還気温湿度計測部４を形成するセンサを含む。
【００１９】
　図３は、空調制御装置１０の動作の一例を説明するフローチャートである。図３に示す
空調制御処理は、図１に示す室内状態判別部５、空調制御部６、及び設定情報管理部７の
機能を実現する図２に示すＣＰＵ１０１により実行できる。
【００２０】
　図３において、ステップＳ１は室内状態判別部５の機能により外気温度計測部２が検知
した外気温度Ｔｅ、給気温湿度計測部３が検知した給気温度Ｔｓ及び給気湿度ＲＨｓ、及
び還気温湿度計測部４が検知した還気温度Ｔｒ及び還気湿度ＲＨｒを取得して記録部８（
または、記憶部１０２）へ供給する。
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【００２１】
　図４は、外気、給気、及び還気を説明する図である。図４は、空調機９と、空調機９の
空調対象である部屋２１を示す。外気温度計測部２は、部屋２１を有する建屋（図示せず
）外の温度Ｔｅを例えば屋外の位置９ｅで計測する温度センサを有する。給気温湿度計測
部３は、空調機９が部屋２１内（以下、「室内」とも言う）へ送り出す空気、即ち、給気
の乾球温度Ｔｓを計測する温度センサと、給気の相対湿度ＴＨｓを計測する湿度センサを
有する。乾球温度Ｔｓ及び相対湿度ＴＨｓは、空調機９の出力パス中、部屋２１の入口部
の位置９ｓ１、空調機９の出力部の位置９ｓ２などで温度センサ及び湿度センサにより計
測する。還気温湿度計測部４は、部屋２１から空調機９へ戻る空気、即ち、還気の乾球温
度Ｔｒを計測する温度センサと、還気の相対湿度ＲＨｒを計測する湿度センサを有する。
還気の乾球温度Ｔｒ及び相対湿度ＲＨｒは、空調機９の入力パス（または、戻りパス）中
、部屋２１の出口部の位置９ｒ１、空調機９の入力部の位置９ｒ２などで温度センサ及び
湿度センサにより計測する。空調機９の出力パス及び入力パスは、夫々単一のパスで形成
されていても、複数のパスで形成されていても良い。
【００２２】
　室内状態判別部５が取得した外気温度Ｔｅ、給気温度Ｔｓ、給気湿度ＲＨｓ、還気温度
Ｔｒ、及び還気湿度ＲＨｒを含む１組のデータは、図５に示すように記録部８に記録され
る。図５は、計測結果の一例を説明する図である。図５に示すように、各計測時点のデー
タの組が記録部８に記録される。
【００２３】
　ステップＳ２は、室内状態判別部５の機能により、記録部８から過去の外気温度Ｔｅ、
給気温度Ｔｓ、給気湿度ＲＨｓ、還気温度Ｔｒ、及び還気湿度ＲＨｒを含む複数組のデー
タを収集し、これらのデータの分布から部屋２１の熱特性Ｙを求める。
【００２４】
　図６は、計測結果の分布、熱特性、及び室内発熱の一例を説明する図である。図６中、
横軸は外気温度Ｔｅと給気温度Ｔｓの差（Ｔｅ－Ｔｓ）を任意単位で示し、縦軸は還気温
度Ｔｒと給気温度Ｔｓの差（Ｔｒ－Ｔｓ）を任意単位で示す。記録部８に記録された過去
の計測結果Ｚのデータは、グラフ上の点として図６に示すように分布する。
【００２５】
　室内状態判別部５は過去の計測結果Ｚのデータの分布から、図６中太い実線の直線で示
される熱特性Ｙを求める。熱特性Ｙは、原点を通る直線Ｙ＝ＡＸであっても良い（Ｙ＝Ｔ
ｒ－Ｔｓ，Ｘ＝Ｔｅ－Ｔｒ）。熱特性Ｙは、過去の計測結果Ｚのデータの分布に対し、例
えば回帰分析を行いＹ'＝ＡＸ＋Ｂを導出し、Ｂを０として求めても良く、主成分分析に
より得られた第一主成分をＹ＝ＡＸとしても良い。後者の場合、過去の計測結果Ｚの分布
が図６において縦方向及び横方向の両方向に大きな場合でも、熱特性Ｙとして適切な長軸
方向を求めることができる。
【００２６】
　ステップＳ３は、室内状態判別部５の機能により、熱特性ＹとステップＳ１で取得した
現時点の計測結果Ｔｅｉ，Ｔｓｉ，ＲＨｓｉ，Ｔｒｉ，ＲＨｒｉから、室内発熱ｄＴを求
める。現時点の外気温度Ｔｅｉ、給気温度Ｔｓｉ、還気温度ＴｒｉからＸｉ＝Ｔｅｉ－Ｔ
ｓｉ，Ｙｉ＝Ｔｒｉ－Ｔｓｉが求められ、熱特性ＹからＹｊ＝ＡＸｉが求められるので、
室内発熱ｄＴはＹｉ－Ｙｊから算出できる。
【００２７】
　ステップＳ４は、室内状態判別部５の機能により、室内発熱ｄＴが予め設定された値δ
ｔ以下であるか否かを判定する。値δｔは、例えば0.1などの０に近い小さな値である。
室内発熱ｄＴが値δｔ以下でステップＳ４の判定結果がＹＥＳであると、室内状態判別部
５の機能により、部屋２１内（即ち、室内）は無人であり部屋２１内に稼働中の機器はな
いと判別し、判別結果「設定０」を空調制御部６に供給して処理はステップＳ５へ進む。
部屋２１内の機器は、例えばＯＡ機器などの熱発生源となり得る機器を含む。
【００２８】
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　ステップＳ５は、空調制御部６の機能により、設定情報管理部７から「設定０」に対応
する運転情報を取得し、取得した運転情報に基づいて空調機９を制御する。「設定０」に
対応する運転情報は、例えば冷暖房オフ、換気オフなどである。このように、室内は無人
であり室内で稼働中の機器がない場合には、冷暖房がオフ及び換気がオフ（即ち、空調機
９が停止）となるように空調機９を制御する。設定情報管理部７は、室内状態判別部５の
判別結果「設定０」、後述する「設定１」、及び後述する「設定２」に応じた冷暖房のオ
ンまたはオフ、換気のオンまたはオフ、設定温湿度などの運転情報を管理して保持する。
【００２９】
　図７は、設定情報管理部７が管理して保持する室内状態判別部５の判別結果に応じた運
転情報の一例を説明する図である。設定情報管理部７は、図７に示すように各「設定０」
、「設定１」、及び「設定２」に対して、冷暖房のオン又はオフ、温度、湿度、及び換気
のオン又はオフを示す運転情報を管理して予め保持する。なお、運転情報は、図２に示す
操作部１０３からの指示に応じて設定情報管理部７に変更可能に管理して保持するように
しても良い。
【００３０】
　室内発熱ｄＴがδｔを超えてステップＳ４の判定結果がＮＯであると、ステップＳ６は
、室内状態判別部５の機能により、給気温度Ｔｓｉ、給気湿度ＲＨｓｉ、還気温度Ｔｒｉ
、及び還気湿度ＲＨｒｉから給気絶対湿度Ｘｓｉ及び還気絶対湿度Ｘｒｉを算出し、これ
らの絶対湿度Ｘｓｉ，Ｘｒｉの絶対湿度差ｄｘ＝Ｘｒｉ－Ｘｓｉを求める。絶対湿度Ｘｓ
ｉ，Ｘｒｉは、例えば以下の絶対湿度Ｘ[ｋｇ／ｋｇ（ＤＡ）]の算出式から算出できる。
　　絶対湿度Ｘ＝（Ｍｗ×Ｅｐ）／（Ｍａ×（Ｐａ－Ｅｐ））
　　Ｍｗ：水の分子量（＝18.015）
　　Ｍａ：乾燥大気の平均分子量（＝20.064）
　　Ｐ：大気圧（＝101.325 [ｋＰａ]）
　　Ｅｐ＝Ｐｓ×ＲＨ／１００
　　ＲＨ：相対湿度[％]
　　Ｐｓ＝ｅｘｐ（-0.58002206×１０４／Ｔｋ＋0.13914993×10－0.48640239／10×
　　　　Ｔｋ＋0.41764768／１０４×Ｔｋ２－0.14452098／１０７×Ｔｋ３＋
　　　　0.65459673×10×ｌｏｇ（Ｔｋ））／１０３

　　Ｔｋ＝Ｔ＋273.15
　　Ｔ：乾球温度[℃]
　ステップＳ７は、室内状態判別部５の機能により、絶対湿度差ｄｘが予め設定された値
δｘ以下であるか否かを判定する。値δｘは、例えば0.0001などの０に近い小さな値であ
る。絶対湿度差ｄｘが値δｘ以下でステップＳ７の判定結果がＹＥＳであると、室内状態
判別部５の機能により、室内は無人であり室内に稼働中の機器があると判別し、判別結果
「設定１」を空調制御部６に供給して処理はステップＳ８へ進む。
【００３１】
　ステップＳ８は、空調制御部６の機能により、設定情報管理部７から「設定１」に対応
する運転情報を取得し、取得した運転情報に基づいて空調機９を制御する。「設定１」に
対応する運転情報は、例えば室内の機器の推奨温湿度に基づき温度が３０℃、湿度が５０
％、換気オフなどである。このように、室内は無人であり室内に稼働中の機器がある場合
には、室内が室内の機器に適した温湿度となるように空調機９を制御する。
【００３２】
　絶対湿度差ｄｘが値δｘを超えてステップＳ７判定結果がＮＯであると、室内状態判別
部５の機能により、室内は有人であると判別し、判別結果「設定２」を空調制御部６に供
給して処理はステップＳ９へ進む。
【００３３】
　ステップＳ９は、空調制御部６の機能により、設定情報管理部７から「設定２」に対応
する運転情報を取得し、取得した運転情報に基づいて空調機９を制御する。「設定２」に
対応する運転情報は、例えば人の快適性、ビル管理法などに基づき温度が２６℃、湿度が
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４０％、換気オンなどである。このように、室内は有人である場合には、室内が人に適し
た温湿度となるように空調機９を制御する。
【００３４】
　本実施例では、室内の３つ状態、即ち、「室内は無人で室内に稼働中の機器はない」状
態、「室内は無人で室内に稼働中の機器がある」状態、及び「室内は有人である」状態を
判別（または、推定）し、室内の各状態に応じて空調機９を制御することで、人と機器が
混在する室内の環境を適切に効率良く制御可能である。つまり、室内の人の有無及び稼働
中の機器の有無に応じて適切に、且つ、エネルギーを無駄にすることなく効率良く空調機
９を制御することができる。
【００３５】
　これにより、効率的な空調運転を実現することができる。「無人で稼働機器なし」状態
を判別することで、機器へ悪影響を与えることなく空調を停止できる。「無人で稼働機器
あり」状態を判別することで、機器へ悪影響を与えずに空調エネルギーを有人時より減ら
すことができる。なぜなら一般に機器の推奨温湿度範囲は人の範囲より広いため、特に冷
却時、空調システムが取り除く熱量、冷却熱量を小さくできる。さらに、冷却熱量を増大
させる要因である換気を停止できるため、有人時よりさらに冷却熱量を減らすことができ
る。その結果、空調エネルギーを有人時より減らすことができる。
【００３６】
　第１変形例では、図３に示すステップＳ６において、室内状態判別部５の機能により、
求めた絶対湿度差ｄｘを記録部８に供給し、図８に示すように、記録部８に絶対湿度差ｄ
ｘを対応する外気温度Ｔｅ、給気温度Ｔｓ、給気湿度ＲＨｓ、還気温度Ｔｒ、及び還気湿
度ＲＨｒと共に記録するようにしても良い。図８は、絶対湿度差ｄｘを加えた計測結果の
一例を説明する図である。
【００３７】
　また、第２変形例では、ステップＳ７において、室内状態判別部５の機能により、記録
部８から取得した過去の絶対湿度差ｄｘの最小値ｍｉｎ（ｄｘ）を求め、ステップＳ６で
求めた絶対湿度ｄｘから最小値ｍｉｎ（ｄｘ）を減算した値と絶対湿度差δｘを比較する
ようにしても良い。
【００３８】
　第１及び第２変形例によれば、観葉植物などの、室内に常設された人以外の水蒸気発生
源の影響を抑制することができる。
【００３９】
　さらに、第３変形例では、図３に示すＳ９において、室内状態判別部５の機能により、
判別結果「設定２」と共にステップＳ６で求めた絶対湿度差ｄｘを空調制御部６に供給し
、空調制御部６の機能により、換気の頻度を絶対湿度差ｄｘの大きさに応じて決定するよ
うにしても良い。例えば１時間当たりの換気回数を以下の式で求めて良い。
　　換気回数 = Ｃ×α×ｄｘ／Ｄ
　　Ｃ：１人１時間当たりの換気量（例えば25.5ｍ３／ｈ）
　　Ｄ：部屋２１の容積[ｍ３]
　　α：設定値（例えばα＝Ｄ／0.1）
　第３変形例によれば、室内の在室者数が少ない場合は換気の頻度を低くすることができ
、空調機９への負荷を軽減することができる。
【００４０】
　なお、上記実施例及び各変形例では、空調制御装置１０は１つの部屋２１の空調を制御
する１つの空調機９を制御しているが、空調制御装置１０は複数の部屋２１の空調を制御
する１つの空調機９を制御しても、１つの部屋２１の空調を制御する複数の空調機９を制
御しても、複数の部屋２１の空調を制御する複数の空調機９を制御しても良い。また、複
数の部屋２１の空調を制御する複数の空調機９を制御する場合、空調制御装置１０は各部
屋２１の空調を独立して制御するように複数の空調機９を制御しても良い。
【００４１】
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　上記実施例及び各変形例によれば、室内の状態に応じた適切な空調運転ができるため、
空調エネルギーを効率的に使うことができる。例えば、室内状態判別部５が室内の状態の
判別結果と絶対湿度差ｄｘを空調制御部６へ出力し、空調制御部６が絶対湿度差ｄｘに応
じて換気の頻度及び換気量の少なくとも一方を制御することもできる。空調制御部６は、
室内にいる人の数（または、在室者数）が多くなり絶対湿度差ｄｘが大きくなるほど、換
気の頻度及び換気量の少なくとも一方を増やすように空調機９を制御することで、室内の
人の快適性を確保することができる。また、空調制御部６は、在室者数が少なくなり絶対
湿度差ｄｘが小さくなるほど換気の頻度及び換気量の少なくとも一方を減らすように空調
機９を制御することで、空調機９への負荷を軽減できる。これにより、在室者数に応じた
適切な換気を行うことがきる。
【００４２】
　以上の実施例及び変形例を含む実施形態に関し、さらに以下の付記を開示する。
（付記１）
　部屋の空調を行う空調機を制御する空調制御装置であって、
　前記部屋の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還気湿度を含む計測結果を
記録する記録部と、
　前記記録部に記録された過去の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還気湿
度の計測結果と、現時点の前記部屋の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還
気湿度の計測結果に基づいて、前記部屋の室内は無人で前記室内に稼働中の機器はない第
１の状態、前記室内は無人で前記室内に稼働中の機器がある第２の状態、及び前記室内は
有人である第３の状態を判別する室内状態判別部と、
　前記室内状態判別部で判別された前記室内の状態に応じて前記空調機を制御する空調制
御部
　を備えたことを特徴とする、空調制御装置。
（付記２）
　前記室内状態判別部は、
　前記過去の計測結果の分布から求めた前記部屋の熱特性Ｙと前記現時点の計測結果から
求めた室内発熱ｄＴが値δｔ以下であるか否かを判定し、
　前記室内発熱ｄＴが前記値δｔ以下であると前記第１の状態を判別し、
　前記室内発熱ｄＴが前記値δｔを超えると、前記現時点の測定結果からから算出した給
気絶対湿度Ｘｓｉ及び還気絶対湿度Ｘｒｉの絶対湿度差ｄｘ＝Ｘｒｉ－Ｘｓｉが値δｘ以
下であるか否かを判定し、
　前記絶対湿度差ｄｘが前記値δｘ以下であると前記第２の状態を判別し、
　前記絶対湿度差ｄｘが前記値δｘを超えると前記第３の状態を判別する
　ことを特徴とする、付記１記載の空調制御装置。
（付記３）
　前記室内状態判別部は、
　　絶対湿度Ｘ＝（Ｍｗ×Ｅｐ）／（Ｍａ×（Ｐａ－Ｅｐ））
　　Ｍｗ：水の分子量
　　Ｍａ：乾燥大気の平均分子量
　　Ｐ：大気圧
　　Ｅｐ＝Ｐｓ×ＲＨ／１００
　　ＲＨ：相対湿度[％]
　　Ｐｓ＝ｅｘｐ（-0.58002206×１０４／Ｔｋ＋0.13914993×10－0.48640239／10×
　　　　Ｔｋ＋0.41764768／１０４×Ｔｋ２－0.14452098／１０７×Ｔｋ３＋
　　　　0.65459673×10×ｌｏｇ（Ｔｋ））／１０３

　　Ｔｋ＝Ｔ＋273.15
　　Ｔ：乾球温度[℃]
なる絶対湿度Ｘ[ｋｇ／ｋｇ（ＤＡ）]の算出式から算出することを特徴する、付記２記載
の空調制御装置。
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（付記４）
　前記記録部は、前記室内状態判別部で算出した現時点の絶対湿度差を前記現時点の計測
結果と共に記録し、
　前記室内状態判別部は、前記記録部に記録された過去の絶対湿度差の最小値を前記現時
点の絶対湿度差から減じた値を、給気絶対湿度Ｘｓｉ及び還気絶対湿度Ｘｒｉの絶対湿度
差ｄｘとする
　ことを特徴する、付記２または３記載の空調制御装置。
（付記５）
　前記室内状態判別部は、判別された前記室内の状態と前記絶対湿度差ｄｘを前記空調制
御部へ出力し、
　前記空調制御部は、前記絶対湿度差ｄｘに応じて前記空調機の換気の頻度及び換気量の
少なくとも一方を制御することを特徴とする、付記２乃至４のいずれか１項記載の空調制
御装置。
（付記６）
　前記室内状態判別部は、前記過去の計測結果Ｚに対して回帰分析を行いＹ'＝ＡＸ＋Ｂ
を導出し、Ｂ＝０としたＹ＝ＡＸを前記熱特性Ｙとすることを特徴とする、付記１乃至５
のいずれか１項記載の空調制御装置。
（付記７）
　前記室内状態判別部は、前記過去の計測結果Ｚに対して主成分分析を行い第一主成分か
ら熱特性Ｙ＝ＡＸを求めることを特徴とする、付記１乃至５のいずれか１項記載の空調制
御装置。
（付記８）
　前記空調機の運転情報を前記第１、第２、及び第３の状態について管理して保持する設
定情報管理部を更に備え、
　前記空調制御部は、前記室内状態判別部で判別された前記室内の状態に対応する運転情
報を前記設定情報管理部から取得し、取得した運転情報に基づいて前記空調機を制御する
　ことを特徴とする、付記１乃至７のいずれか１項記載の空調制御装置。
（付記９）
　前記空調機内に設けられていることを特徴とする、付記１乃至８のいずれか１項記載の
空調制御装置。
（付記１０）
　コンピュータに、部屋の空調を行う空調機を制御する空調制御処理を実行させるプログ
ラムであって、
　前記部屋の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還気湿度を含む計測結果を
記憶部に記録させる記録手順と、
　前記記憶部に記録された過去の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還気湿
度の計測結果と、現時点の前記部屋の外気温度、給気温度、給気湿度、還気温度、及び還
気湿度の計測結果に基づいて、前記部屋の室内は無人で前記室内に稼働中の機器はない第
１の状態、前記室内は無人で前記室内に稼働中の機器がある第２の状態、及び前記室内は
有人である第３の状態を判別する判別手順と、
　前記判別手順で判別された前記室内の状態に応じて前記空調機を制御する制御手順
　を前記コンピュータに実行させることを特徴とする、プログラム。
（付記１１）
　前記判別手順は、
　前記過去の計測結果の分布から求めた前記部屋の熱特性Ｙと前記現時点の計測結果から
求めた室内発熱ｄＴが値δｔ以下であるか否かを判定し、
　前記室内発熱ｄＴが前記値δｔ以下であると前記第１の状態を判別し、
　前記室内発熱ｄＴが前記値δｔを超えると、前記現時点の測定結果からから算出した給
気絶対湿度Ｘｓｉ及び還気絶対湿度Ｘｒｉの絶対湿度差ｄｘ＝Ｘｒｉ－Ｘｓｉが値δｘ以
下であるか否かを判定し、



(10) JP 5910322 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

　前記絶対湿度差ｄｘが前記値δｘ以下であると前記第２の状態を判別し、
　前記絶対湿度差ｄｘが前記値δｘを超えると前記第３の状態を判別する
　ことを特徴とする、付記１０記載のプログラム。
（付記１２）
　前記判別手順は、
　　絶対湿度Ｘ＝（Ｍｗ×Ｅｐ）／（Ｍａ×（Ｐａ－Ｅｐ））
　　Ｍｗ：水の分子量
　　Ｍａ：乾燥大気の平均分子量
　　Ｐ：大気圧
　　Ｅｐ＝Ｐｓ×ＲＨ／１００
　　ＲＨ：相対湿度[％]
　　Ｐｓ＝ｅｘｐ（-0.58002206×１０４／Ｔｋ＋0.13914993×10－0.48640239／10×
　　　　Ｔｋ＋0.41764768／１０４×Ｔｋ２－0.14452098／１０７×Ｔｋ３＋
　　　　0.65459673×10×ｌｏｇ（Ｔｋ））／１０３

　　Ｔｋ＝Ｔ＋273.15
　　Ｔ：乾球温度[℃]
なる絶対湿度Ｘ[ｋｇ／ｋｇ（ＤＡ）]の算出式から算出することを特徴する、付記１１記
載のプログラム。
（付記１３）
　前記記録手順は、前記室内状態判別部で算出した現時点の絶対湿度差を前記現時点の計
測結果と共に前記記憶部に記録し、
　前記判別手順は、前記記憶部に記録された過去の絶対湿度差の最小値を前記現時点の絶
対湿度差から減じた値を、給気絶対湿度Ｘｓｉ及び還気絶対湿度Ｘｒｉの絶対湿度差ｄｘ
とする
　ことを特徴する、付記１１または１２記載のプログラム。
（付記１４）
　前記判別手順は、判別された前記室内の状態と前記絶対湿度差ｄｘを前記制御手順へ供
給し、
　前記制御手順は、前記絶対湿度差ｄｘに応じて前記空調機の換気の頻度及び換気量の少
なくとも一方を制御することを特徴とする、付記１１乃至１３のいずれか１項記載のプロ
グラム。
（付記１５）
　前記判別手順は、前記過去の計測結果Ｚに対して回帰分析を行いＹ'＝ＡＸ＋Ｂを導出
し、Ｂ＝０としたＹ＝ＡＸを前記熱特性Ｙとすることを特徴とする、付記１０乃至１４の
いずれか１項記載のプログラム。
（付記１６）
　前記判別手順は、前記過去の計測結果Ｚに対して主成分分析を行い第一主成分から熱特
性Ｙ＝ＡＸを求めることを特徴とする、付記１０乃至１４のいずれか１項記載のプログラ
ム。
（付記１７）
　前記記憶部は、前記空調機の運転情報を前記第１、第２、及び第３の状態について管理
して保持し、
　前記制御手順は、前記判別手順で判別された前記室内の状態に対応する運転情報を前記
記憶部から取得し、取得した運転情報に基づいて前記空調機を制御する
　ことを特徴とする、付記１０乃至１６のいずれか１項記載のプログラム。
（付記１８）
　付記１０乃至１７のいずれか１項記載のプログラムを格納することを特徴とする、コン
ピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【００４３】
　以上、開示の空調制御装置及びプログラムを実施例により説明したが、本発明は上記実
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施例に限定されるものではなく、本発明の範囲内で種々の変形及び改良が可能であること
は言うまでもない。
【符号の説明】
【００４４】
１　　　空調制御システム
２　　　外気温度計測部
３　　　給気温湿度計測部
４　　　還気温湿度計測部
５　　　室内状態判別部
６　　　空調制御部
７　　　設定情報管理部
８　　　記録部
９　　　空調機
１０　　　空調制御装置
１０１　　　ＣＰＵ
１０２　　　記憶部
１０３　　　操作部

【図１】 【図２】
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